１．Webサイトの情報を活用しよう
１．指導対象
　　　小学校中学年～高校１年生
２．教科・科目
　　国語、社会、総合的な学習の時間、特別活動、技術家庭科、情報科　　キーワード【検索、ホームページ、情報の確認、引用する時】
３．指導意図
学習活動の中で、インターネットを活用して調べることは多くある。その時に、目的の情報を得るためには、検索の時に条件を加えて絞り込むなどの工夫をすることが大事になる。
目的としている情報を見つけた時に、安易にその情報を利用するのではなく、その情報が間違えていないか、偏った見方ではないか、今でも同じかなどの視点で、いくつかの情報元で確かなものか確認することが大事であることを理解させる。この複数の情報から確かなものか確認するファクトチェックは、これからの情報を活用する多くの場面で欠かせない姿勢であるので、活用する中で繰り返し指導して身に付けさせていきたい。
また、インターネット上にある、他人が書いた文や資料をそのまま使ってしまってはいけない。ルールを守って引用をすることを知り、できるようにする。
４．指導目標
〇 情報を検索して利用する時には、その情報を読み取り、確かな情報でああるかを確かめることの大切さを理解すｒ。
〇 他人が書いた文や資料をそのまま使ってしまうのではなく、ルールを守って引用する方法を知る。
。
（あらすじ）
Webサイトの情報を活用しよう
1 スバルは、社会科見学の調べ学習の課題が出るが苦手だといやがっていると、ノドカからネットで調べればと提案される。
2 検索のコツを、ノドカから条件を追加して、何を調べたいか絞り込むことで必要な情報を見つけやすくなることを教わる。
3 検索結果を読むと、発信者の思い込みだけのサイトなどがあるが、キーワードを変えて調べることで必要な情報にたどりつける。
4 見つけたかった情報にたどりつき、先生にばれなければ良いと、二人ともそのまますべてを書き写して、提出する。
5 レポートを提出すると、二人とも全てが同じであり、グラフや写真が古いことを先生から指摘されてしまう。
５．授業展開例
	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入
〇インターネットで調べた経験とそのコツを出し合う。
・調べたい言葉を入力する
・複数の言葉を組み合わせて絞り込む
　・たくさんありすぎるし、わかりにくいのもある。

	○多くの経験があると思われる。
〇コツ。困ったことなど自由に出させる
〇GIGA端末を活用して、一斉にデジタル模造紙に書かせるなども考えられる。

	（2） 展開
○本事例を暗転するところまで視聴する。
〇 ノドカが教えてくれた調べるコツはどんなことがあったか
· 条件を複数組み合わせる
· 何を調べたいか絞り込む
〇なぜ、先生にはわかったのか
· 二人が全て同じだった。
· 丸ごと書き写してしまった。
· 古い情報も確認しないで書いてしまった。
· 人が書いたものを自分のもののように使ってしまった。
○「ポイントはここ！」を通して、課題のポイントを確認する。
　・見つけただけではだめ
　・その情報が確かなものか確かめる。
　・丸写しはしないで引用をする。
〇 正しい引用のしかたを調べよう
　・WEBで調べる
· 自分の考えを中心にする
· 引用部分がわかるようにする
· どこにあった情報か出典を示す

	○情報を活用するための工夫を確認する
〇 丸写しすることの問題点を確認する
　先生にわかった理由だけではなく自分にとって、自他の関係いおいて。そのことが望ましくない行動であることも考えさせたい。
　　　　　
○「ポイントはここ！」の画面を示してWEBサイトの情報を上手に利用する時に気を付ける点を書き出す。
〇 引用の要件を、WEBで調べる。
引用のしかたに気を付けて、出典を明示して書き出させる

	（3） まとめ
〇WEBサイトの情報を活用するポイントを箇条書きに整理する。
	〇より便利に使うための方法、自他によりよく使うための方法を


６．情報モラル指導のポイント
・インターネット上には偏った視点の情報や古い情報があるので、いくつかの情報元で確かなものか確認する。
・他人が書いた文章や資料を使う時は、自分の意見をきちんと書き、説明のための資料として使い、どこに元がある情報化を出典として書く。
７．指導資料
・動画 №18『コピーしてもいいの？』
・動画 №99『フェイクニュースにはだまされないぞ！』
・冊子教材「情報とネット社会のしくみ（GIGAスクール構想対応パッケージ）」ｐ.６
・冊子教材「情報とネット社会のしくみ～情報の科学的な理解に基づく情報図鑑～」P11,21,22
WEBサイトの情報を上手に活用しよう









